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平成２８年災 宮元橋橋梁災害関連事業

【鹿児島県鹿屋市】

【事業内容】
事業主体：鹿屋市

路 線 名：市道 宮元・四口段線(宮元橋)

事業箇所：鹿児島県鹿屋市輝北町

事業延長：２４．０ｍ（橋長）

事業期間：平成28年度～平成30年度

事 業 費：０．７億円（うち改良費０．３億円）

事業概要：上部工 下部工（橋台2基）

【被災状況】

側面図側面図

【改良】

【被災状況写真】 上流側より下流側より

被災原因である橋脚を除去し、再度災害防止を図る。

【概要】
宮元橋では、平成28年9月19日から20日の台風16号に伴う豪雨により
上部工が流失するなどの甚大な被害が発生しました。
このため災害関連事業により、河積を阻害していた橋脚を除去し、
上部工を１径間で架設する改良復旧を実施することで、橋梁の安全性を
確保します。

橋脚撤去 ２基 → ０基
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